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  宮城第一高等学校 保健室 

２月３日の立春を過ぎましたが、厳しい寒さが続いています。積雪の多い日には、登校中のケガで

の来室も増えていますので、晴れた日でも道路の凍結には充分気をつけてください。 

インフルエンザＡ型や新型コロナの罹患者は県内も宮一でもだいぶ減っていています。今後も体調

管理をしっかり行い、年度末にかけてやり残したことを片付け、スッキリした気分で春休みを迎えたい

ですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本気象協会によると、今年の春の花粉飛散量は、前

年に比べてほとんどの地域で多くなる見込みです。宮城

県も多い予報が出ています。すでに眼の痒みや鼻水･鼻

づまり等の症状のある人もいるかもしれません。本格的

な飛散に備えて対策を行いましょう。 



 

 

令和７年１月３１日に、薬剤師の岩﨑奈緒子先生に来校いただき、教室内の空気検

査を行いました。コンピューター室のホルムアルデヒド、普通教室の二酸化炭素を測定し、

ホルムアルデヒドは検出されず、二酸化炭素は１，０００ｐｐｍと基準値内でした。 

 

保健委員会の活動で、各クラスの二酸化炭素濃度（CO₂）

を測定しました。授業開始後４０分の CO₂を測定し、休み時間

に換気、授業開始すぐの CO₂を測定して換気の効果を確かめ

ました。結果は、ほとんどのクラスで換気後の数値が下がって

おり、最大７００ｐｐｍ低下したクラスもありました。 

CO₂の数値が低下したとい

うことは、教室内の空気が交換

されたということで、空気中の

ウイルスや細菌なども減少していると考えられます。インフルエンザや

新型コロナ等の感染症だけでなく、頭痛や眠気、倦怠感などの対策

としても有効です。今後も休み時間の換気はぜひ続けてください。 

  

 

「友だちとのコミュニケーション、

上手に心の距離を取るには？」 

 

相手とよい人間関係を築きたいと願う反面、深く関わ

ることで傷つく不安も抱えてしまう･･･。思春期の皆さん

が少なからず抱える悩みではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

自分の気持ちも相手の考えも、一方通行にならないように。「気持ちを察してほしい」とは思うけれ

ど、全てを相手任せにするのではなく、声に出して相手の顔を見ながら話してみるのが一番シンプル

で分かりやすい方法だと思います。気持ちを伝えるときのコツは、“Ｉメッセージ”です。 

教室の空気検査を行いました 

 “適切な距離感”をお互いに保つことが 

より良い人間関係につながる 
自分の考え方の

クセを知る 

相手の立場や 

気持ちを考える 

思い込みに

囚われない 
自分の価値観？ 

相手の価値観？ 


